東京都　第2次試験
場　　所：東京都職員研修所（テレコムセンタービル西棟15階）
受付時間：10時15分
私は10時頃集合場所に着いたのだが、その時既に受付開始の説明をしていた。基本的に受付時間の30分前には着いていた方が良さそうです。身だしなみを整えたり、気持ちを落ち着けたりできます。
状　　況：①受付終了後、控え室に行き、受付時に渡された受験申込時の用紙に写真を貼り、待機。10時15分頃に受付終了。写真を貼った用紙を提出するように言われる。②10時20分に簡単に注意事項を伝えられる。国Ⅰの人事院面接もそうだったが、出身大学がわからないようにするよう言われた。面接官は出身大学も年齢もわからない状態なので、年齢が割と上の方や、中堅大学の方も何の気兼ねもなく受験できる。当日は他の試験種の人も来ていたよう。1組から13組まで組分けされていた。私は2組で、1組の1番の人と同時に、最初に面接室まで誘導されてしまったので、その他の組の人がどういうスケジュールになっていたのかはよくわからないです。ちなみに、受付時に渡された申込用紙には「2組　11時15分」と書かれていたので、本来は面接の順番は2番目だったと思うのだが、1番目になったということは、辞退者が出たのだと思われる。ただ、何人辞退者がいたのかは残念ながらわからなかった。
●個人面接（10時40分～11時00分）
面接時間：約20分

面接室　：面接官は3名（全員男性）。受験生と面接官との距離は約3m。
全　　体：朝一の面接だったからか、面接官も元気一杯だった。他の面接と違い、受験生の椅子の前に机が置いてある。雰囲気は全体的に和やかで、厳しい追求？はなかった。前職の職務内容や、大学での研究内容、特に大学での研究内容はかなり細かいところまで質問された（但し、興味本位で聞いていたような気も…）。
感　　想：①家裁の面接や官庁訪問時の面接の時ほど、厳しい追及はない。志望動機もそれほど突っ込まれない。ただ、なぜ東京都じゃないとダメなのか、東京都で具体的に何がしたいのかははっきりさせておいた方が良さそう。
　　　　　②職務経験のある人は、おそらく最初から最後にかけて前職に関する質問がバシバシ飛んでくる。もっとも、東京都の面接を受けるまでに面接を何回かこなしている人は、それほど苦労しないと思う。
　　　　　③面接カードはあまり見ておらず、「意外な」質問が結構来た。自分がやってきたこと、身に付いたことを幅広く整理しておくことや、普段何気ないことも注意するような心構えがあって損はなさそう。東京都の面接に限ったことではないが、付け焼刃的な面接では公務員試験の面接はクリアできない（…と思う）。民間を受ける人が就職活動を始める頃には、同じように自己分析をしたり、新聞を毎日読んだり（私は朝日新聞の「生活」の欄や、「ニュースがわからん！」のコーナーに一応毎日目を通していた）、社会に対する問題意識を常に持つことはやっておくべき。それに、試験に合格するということではなく、社会人になるということを意識しておかないと、働き始めてからすぐに5月病になります（私も過去に学生意識がなかなか抜けず、辛い思いをしました）。
　　　　　④あまりにもあっさり終わってしまい、肩透かしを食らった。
　　　　　⑤全体的に、何が聞きたいのかよくわからない質問が多かった（下記の「質問事項」には、わかりやすいよう言葉を変えて記載しています）。面接官が聞きたいことにきちんと答えるのが面接の基本だが、このような場合どうすればよいのか、私もよくわからない。同様の疑問がある方は、面接のプロに聞いてみてください。
質問事項：真ん中の面接官をA、右の面接官をB、左をCとする。
　　　　　A：会場に迷わず着けましたか。
　　　　　A：以前民間で働いていたようだが、システムエンジニアを志望したのは何故か。
　　　　　A：東京都職員を志望した理由。なぜ東京都でなければならないのか。
　　　　　A：重篤な障害を負った方の看護の仕事などをやらなければならない時もあり、自分のやりたいこととかけ離れた仕事をしなければいけないこともあるが、それでもやっていけるか。
　　　　　A：心理職のイメージ。具体的にどこでどういう仕事がしたいか。
B：大学での研究について詳細に。
B：初めからそのような研究がしたいと思っていたのか。その研究をするために大学を選んだりしたのか。
　　　　　B：心理学には、人の認知過程などを扱う基礎的なものと、臨床場面で用いるような応用的なものがある。心理職として必要とする心理学は応用分野に近いと思うのだが、基礎研究を行っていたあなたが、心理職を目指し、人の支援がしたいと思ったきっかけは何か。
　　　　　B：心理テストを実施したことはあるか。

　　　　　B：しばらく心理学からかけ離れた仕事をしていたわけだが、新たに心理職として働くことに不安はないか。
　　　　　B：夜勤もあるが大丈夫か。
　　　　　C：電車の中でイヤホンを付けている若者をどう思うか。
　　　　　C：この前、多摩モノレールに乗っていた時に、母親と小さな子どもが隣に座ってきた。母親は携帯を見ており、子供は足をバタバタさせて私（面接官）の足に当たった。子どもに注意したところ、母親は謝るでもなく、不機嫌そうに向こうに行ってしまった。このことについてどう思うか。
　　　　　C：最近の子育て事情（しつけ）についてどう思うか。
　　　　　C：最近感動したことはあるか。
　　　　　C：面接カードには成功体験ばかり書かれているが、大失敗した経験はあるか。その経験は今後どう活かせると思うか。
　　　　　A：最後に何か付け足しておきたいことはあるか。
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